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第２回議会報告並びに意見交換会（南部会場）要録  

 
 日時：平成２５年１１月１４日（木） 場所：日本まん真ん中センター 
 参 加 者 ： ５ ５ 名 （ 男 ５ ０ 名 、 女 ５ 名 ）  
 
司会 
 今日は美並町で初めて霜が降って大変寒い中、美並町内はもとより八幡、和良や
遠くは市外からも大勢の皆様方にお集まりいただきありがとうございました。 
 議会報告並びに意見交換会につきましては、第２回目の開催であり、今回は、１
班が当まん真ん中センターにて、もう１箇所北部会場、たかす町民センターでの同
時開催であります。１８名の議員が９名ずつに分かれて開催します。 
 
議長  
 皆さん今晩は多くの方に参加いただきましてありがとうございます。今年は夏が
長く続きまして、その後紅葉の時期になって朝晩急に寒くなり、秋やら冬やら分か
らないような毎日でありますが、フィリピンや中国では台風３０号の大きな被害が
でており、世界的な異常気象で心の痛む思いであります。今日は、大変お疲れの中
をお出かけ頂きありがとうございました。 
 平成１６年３月に７ヶ町村が合併して郡上市となって早いもので来年の３月には
満１０年となります。合併時に期待した色々な事業も国の厳しい財政事業、特に三
位一体改革で合併当初から地方交付税も大幅に削減され、郡上市全体の事業など各
地域の期待に充分応えられていないのが実情だと思います。そんな中、市としても
財政の健全化がまず１番ということでありますが、やはりいろんな仕事もやりたい
ということで議会も市当局と一体となって取り組んでいます。特に郡上市は合併し
た時には市債が多くてピーク時には５４３億円であったが、以後、平成２４年度末
では４３６億円と、この８年間で１０７億円を減らしてきました。この事は将来の
郡上市を担う若い世代にツケを廻さないために、市長と共に私ども市議会も事業を
進める中で財政健全化は重大な責務と考えています。 
 前置きが長くなりましたが、ただ今司会からも話があったように第２回目の議会
報告並びに意見交換会を開催することになりました。第１回目は５月２３日と２４
日に白鳥と八幡会場で行いましたが、今回は美並と高鷲で同時に開催させていただ
いています。資料の２ページに郡上市議会の組織とか構成が書いてあるので見てお
いていただきたいと思いますが、議会は三つの常任委員会と議会運営委員会、四つ
の特別委員会を設置して役割分担して活動しています。特に議会行政改革特別委員
会では市民の皆様の意見をお聞きして、市議会が市民の皆様の身近な存在になって
市政に政策提言したいと考えており、その第１歩としてこの会を開催することとな
りました。 
 今日、市の課題である人口の減少、高齢化社会に対応した産業振興、若い人たち
の雇用対策、子育て支援など将来共に持続可能な元気で活力ある郡上市を実現して
次の世代へ引き継ぐことが重要と考えます。そうした願いから今晩はこれより総務、
産業建設、文教民生の三つの常任委員長から９月定例市議会で慎重審議して承認し
た、平成２４年度郡上市決算からそれぞれテーマを決め報告させていただき、その
後皆様から質問やご意見ご提言などをいただき、更には市議会への注文なども是非
忌憚のない発言をいただきたいと思います。夜分で限られた時間でありますがご協
力をお願いして開会に当たってのあいさつとします。 
 
司会  
 本日の出席議員を紹介します。正面中央が総務常任委員長山田忠平議員。続いて
産業建設委員長渡辺友三議員。続いて文教民生常任委員長村瀬弥治郎議員。続いて
八幡町出身の上田謙市議員。続いて和良町出身の兼山悌孝議員。八幡町出資員の野
田龍雄議員。同じく田代はつ江議員。司会を務める私は古川文雄です、よろしくお
願いします。 
 それでは、議会の報告に入ります。最初に総務常任委員会の報告を委員長より行
います。 
 
総務委員長   
 総務委員会の報告をします。平成２４年度決算の中で総務委員会では地域振興を
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取り上げました。５項目ありますが、１番目の自治会組織等活性化事業は市単独事
業で決算額３００千円。事業概要は記載のとおりであります。  
２番目の郡上市市民協働センター事業は、平成２４年６月に立ち上げて決算額が

５，２６１千円。  
３番目が市民協働推進事業で決算額１，７９３千円。地域の夢ビジョン等の事業

であります。  
４番目が地域おこし協力隊派遣事業決算額１７，２８９千円でそれぞれの地域に

おいて地域おこし応援隊の派遣事業に取り組んでいます。  
５番目の地域振興推進事業は、７つの地域にそれぞれ２，８００千円の予算で決

算額が１６，６０３千円です。それぞれの地域での課題解決に資する事業でありま
すが、所長枠の中の事業であり、地域に直接関係する事業に充てられています。ち
なみに美並地域では心の講演会の開催、原風景のデジタル化事業、円空ふるさと館
の DVD 制作事業、特産品の開発事業、美並観光 PR 事業、地域支援交流事業として
高齢者が集い生きがいづくりを求める交流事業、防災マップの作成事業は自主防災
会で市内それぞれ取り組んでいる大切な事業であります。防災面は関心が高く住民
が直接関連することで、自助、共助、公助の中のまず自分たちで自分の命を守ると
いうことで取り組みをされました。それと円空ふるさと美並推進事業という形で美
並地域においては、２，７９６，４７５円の執行がされています。時間の都合で簡
単な報告ですが、質問があれば詳細の説明をします。総務委員会としては慎重審査
して決算を認定しました。 
 
司会 
 続いて、産業建設常任委員会の報告を委員長から行います。 
 
産 業 建 設 委 員 長  
 産業建設常任委員会では、郡上市の森林林業の施策ということで、特に林業につ
いての報告をします。皆さんご承知のように近年過疎化、高齢化が進む中、市の面
積の９０％の森林の荒廃や林産業の衰退について議会としても危惧しています。  
郡上市では年間２７万立方メートルという木材の成長がみられますが、その大切

な森林資源をいかに活用していくか郡上市にとって重要な問題と考えています。 
 平成２３年度に県から広島県に本社のある㈱中国木材の話が来て、平成２４年度
において郡上市への進出締結がされました。総事業費２７億円で平成２７年１月か
２月に試験稼働したいということで進んでいます。従業員確保の問題、最終目標の
５万立方メートルの原木が出せるかとのことが今後の大きな課題であります。 
 平成２４年度の郡上市の森林林業の施策としては、森林整備事業の決算額が４８，
９６７，４８７円で、これは市の嵩上げ分であります。植樹、下刈、雪起こし等こ
こに記載の事業を行っています。林道・作業道整備については、林道開設整備決算
額が７２１，５４１千円、８路線、６，６１０ｍであります。作業道開設事業決算
額が２９，３８７千円、３５路線、１３，１６７ｍであります。鳥獣被害防止対策
として各地域で取り組んでいる防護柵等の決算額が２，６３０千円で、市単独経費
であります。事業概要は、電気柵１３，４９７ｍ、シート・トタン・ネット５８５
ｍ、地域ぐるみの防除対策として檻１０基であります。また恒久柵の市の負担金が
３９４千円でこういった鳥獣害対策を行っています。 
 もうひとつは、モンキードックですが、平成２３年度は２頭、平成２４年度は八
幡・大和・美並の３頭が訓練を受けて今活動しています。本年度は八幡・大和で３
頭が訓練に出ています。 
 
司会 
 続いて文教民生常任委員会の報告を委員長から行います。 
 
文 教 民 生 委 員 長  
 文教民生常任委員会の所管で、９月議会において決算認定された多くの事業のう
ち、より身近な事業であり、将来的に方向性や健全性を考えなければならない４つ
の事項について報告し、皆さんの意見をお聞きしたいと思います。  
敬老会事業の交付金は、７５歳以上に１人２，０００円の交付金を給付する事業

であります。この交付金は、自治会を通して交付されますが、平成２４年度の対象
者は９，００８名、決算額が１８，０１６千円であります。市内には１１５の団体
があって祝賀会を行う団体が６２団体、記念品のみ配布が５３団体、地域や団体に
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よって形が異なっているのが現状です。近隣の自治体では対象年齢を引き上げたり、
祝賀会を開催する団体のみに支払う自治体もあります。郡上市の１人当りの金額は
他市と比べると高額な方であります。対象年齢の改定、給付額の見直し等について
ご意見をいただきたいと思います。 
 長寿者褒賞事業については、１００歳に到達した高齢者１人当り１０万円と３，
０００円相当の花束を贈呈しています。合併以前の各町村で褒賞内容が違っていた
ので、合併してから改めて決められましたが、近年では１００歳を迎える方が多く
なり今後も増える予想でありますので皆さんのご意見をお願いします。 
 次に国民健康保険特別会計事業勘定の決算額が５１億１，６３０万７千円で、対
象世帯が６，６８２世帯、被保険者数が１２，２２１人、保険税額が１３億６７９
万４千円であります。この特別会計は社会保障政策のうち最も大切な事業でありま
すが、この会計をより健全に運営することが必要です。保険者に理解を得ながら税
率を定めることが重要で、国民健康保険運営協議会の答申が重要な役割を担ってい
ます。  
今議会においてこの案件については、前年度に税率を上げているため認定につい

て賛否が分かれましたが、健全な国保運営のため増加する医療費を踏まえ予算確保
と適切な基金の積み立てが重要であります。 
 教育予算における青少年の郷土芸能フェスティバルは、平成２４年度新規の単独
事業として１１月に開催されました。決算額が１３０万円、公演団体が８団体、入
場者延べ７００人で、市内各地域の小中学生が継承する郷土芸能の発表会でありま
す。決算額は大きくありませんが意義は大きいと思います。  
この催しの提案は、平成２３年１１月に議場で行われた中学生ふれあい懇談会で

生徒から出されたものであります。各学校の文化、各地域の伝統的文化を発表し交
流の場を作り文化の向上と市全体の仲間意識を向上させるという目的の提案であり
ました。 
 
司会 
 ３常任委員長から決算議会の話題を中心に報告しました。これから質疑、意見交
換の時間とします。どんなことでもよいので忌憚のないご意見をお願いします。 
 
参加者 
 森林整備事業の予算の中で林道が８路線、作業道３５路線となっていますが、ど
の路線をどう整備するのか見えてこない。自治会単位でマップを作成して出してほ
しい。そうすれば地元も積極的な取り組みができると思います。事業概要の中に「森
林が持つ多面的機能の維持増進を図る」とありますが多面的機能とはどういうこと
を考えているのですか。 
 
産業建設委員長  
 これは予算でなく平成２４年度決算です。 
 
参加者 
 決算であれば路線のことは後にして、伐採後の計画で今までどおりの植林では山
の管理維持、水害災害を考えると針葉樹、落葉樹というように災害も前提としてや
っていかなければならないと思います。植林の予算も付けてほしい。㈱中国木材の
関係で伐採の計画もあると思います。山の木を切るのは簡単ですが、植林が大変で
すので林道を早く整備してかつての郡上のように森林で生計が立てられるように考
えていただきたい。 
 文教民生委員会の関係で敬老会、長寿褒賞の見直しの考えがあるようですが、本
当にこの金が生きていいるのだろうか、くれるからみんなに配るというのでは配分
する意味がないと思います。先輩たちを尊敬するという意味では段階的に減らすと
同時に市として敬老に対してどういうことを考えていくか考えてほしいと思いま
す。  
長寿の方に市長が祝いを持っていったら市長に来ていただけるだけでありがたい

と言われたらしい。恵那の方では市長と社会福祉協議会長が行ってお祝いされるら
しい。郡上は１０万円であるがこんな多額でなくお祝いの気持ちが大事であります。
もらった１０万円を逆に寄付したいという方もあるらしい。有効に使ってほしいと
いう意味だと思います。こういうことも含めて考えていただくとありがたい。  
自治会に配分されていると発言がありましたが、一部は公民館に入れているとこ
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ろもあります。相生は公民館に入っています。どこへ出すのか運用の仕方として有
効な使い方ができるのでないかと思います。 
 
産 業 建 設 委 員 長  
 多面的な機能の維持増進はどういうことかとの質問ですが、健全な山を作ってい
くということで間伐、下刈なども十分なてこ入れをしていこうということでありま
す。高齢化して個人の山が維持していけない現状をなんとかしたいという思いもあ
ります。 
 落葉樹の植林という話がありましたが、前回もこの話があって市長の考えを聞い
たところ杉、桧ばかりでなく景観を保つことも考えたいとのことでした。 
 ㈱中国木材の関係で伐採後どうするかということですが、㈱中国木材の社長とも
話をしましたが育てる林業をしたいということで、できれば山を取得して持続可能
な森林経営をしたいとのことでありました。 
 
文教民生委員長  
 敬老会の事業については、自治会だけでなく公民館含めて６２団体ということで
す。敬老会については、高齢化が進んで高齢者が高齢者をということもあって難し
い面もあります。意見を聞いて考えていきたいと思います。  
長寿者褒賞のことも今後対象者が増えていくということですのでご意見をいただ

いて考えていきたいと思います。 
 
議長 
 敬老会の持ち方については、来年１０年を迎えるということで、市もどこかで見
直ししたいという考えがあるようなので、議会としてもお年寄りを粗末にするので
なく財政状況も考えながら検討したいと思います。公民館でやる所、自治会でやる
所もあり弁当を配る所もあれば自治会で持ち出して４，０００円ぐらいで祝う所も
あるので、今後良い形で高齢者を称えるようにしていきたい。今後高齢者も増えて
いく予想ですので意見をいただきながら反映していきたいと思います。  
森林の多目的機能とは何かという質問がありましたが、森は水を生むとか空気を

清浄するとか森林浴がありますが、郡上は９０，０００ ha の森林がきれいな水を作
るという他にはない良さ、財産でもあります。なかなか山へ入っていただけないが、
㈱中国木材で林業の活性化、雇用と森林づくりを、５０年１００年後に機能する森
づくりをやろうということで、㈱中国木材と市が約束して議会も入りながらやって
いるので山に関心を持っていただいたり、境界も分かるようにしながら森づくりを
しないと先祖からの財産がもったいないので励ましやら激励をいただきたいと思い
ます。 
 
参加者 
 シニアクラブ美並支部の者です。シニアクラブの話ではないが、７月に地域審議
会の委員を委嘱いただいた。合併当時できた地域審議会であるが、１０年で目途を
つけるということで、今年度で終わると聞いています。今後の地域審議会はどうな
るのかお聞きしたい。 
 
総 務 委 員 長  
 合併して１０年間の新市建設計画に基づいて事業を進めるために、地域で２０名
前後の委員を選んで市長から諮問する機関であります。合併１０年が今年で終わり、
地域審議会も１０年で切れるので今後どうするか議論しているところであります。
今、仮称地域づくり委員会としてそれぞれの地域づくりに取り組んでいただく機関
を設置したらどうかという段階です。議会全員協議会で協議したが執行部と議会で
は少し意見が食い違っています。郡上市には地域に市民協働、公民館、自治会、ま
ちづくりなどの委員会があって、そんな中で新たな地域づくり委員会を設置するこ
とに疑問の声が議員から出ていました。地域づくり委員会は市の委嘱で、ある程度
の交付金が出ることも発表されました。そうなった場合にある程度一本化するのか
より分散するのか、また地域の皆さんがどう考えるか心配しています。執行部はこ
れで行くのか分からないが、議会では議論がありました。  
総務委員会では滋賀県の湖南市に地域づくりの先進地があったので視察に行って

きました。湖南市では合併後にいち早く地域活性化推進事業に取り組んで小学校単
位の７つの地域を単位にしてまちづくり協議会を作って交付金を出して、公民館も
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自治会もまちづくりもすべての窓口を一本にしてやっています。非常にすっきりし
ていると思った。郡上はいくつもあるのでそれが良い悪いは別にして今後議論して
いきたいと思います。皆さんにもご意見をお願いします。いずれにしても地域審議
会は来年３月３１日でなくなります。 
 
議長 
 明宝、和良、美並、高鷲など小さいまとまりの地域は良いが、八幡、白鳥、大和
など大きな所は一つで地域づくりができるのか、他の考え方もあるのでないかとい
うことで、地域審議会とか自治会でも来年度に向けてどういう組織にするのか意見
を聞きながら我々も執行部と意見交換しながらより地域のためになるような組織が
できればと思っています。 
 
参加者 
 和良の者です。和良においては濃飛横断自動車道のトンネル工事をしていただい
ており、議会の皆様のご尽力のおかげと感謝しています。トンネルができると国道
２５６号線が八幡まで併用路線となってきます。先般、兼山議員、渡辺議員ととも
に国道２５６号の歩道整備や拡幅などについて市長、土木事務所に陳情をしました
が今後ともご尽力をお願いします。 
 
産 業 建 設 委 員 長  
 昨晩西和良へ行ったが歩道もなく夜間暗く、歩行者には危険と承知しています。
昨日県選出国会議員にも国道２５６号線について要望してきました。  
八幡の那比から寺本、和良の安郷野橋、安久田、美山、和良の東野、横野、方須

など生活道路であり、濃飛横断自動車道の整備によって交通量が増えるので安全を
確保しなければならないことは国会の先生方も十分ご理解いただいています。１日
も早く願いが叶うように私どもも議長以下努めていきたいと思います。 
 
参加者 
 教育委員会の件であるが、以前は美並村では何名かの委員がいましたが、合併し
てからは郡上市で５名しかいません。地元のことは地元の委員が一番分かっている
のに何故減らしてしまったのか。是非地域にもう少し多くの教育委員を置いて教育
について日ごろ気付いたことや地域の意見、また、学校教育に対してそれが本当に
いいのか。郡南中学は非常に掃除を徹底されてきれいになっているが、反面小学校
ではある校長先生が来られてからゆとり教育の一環として週１回掃除を無くす日を
作られました。人間楽をするとそれが定番化してしまいます。子どもは６年間学校
で一環して教育を受けますが、校長先生が代わると学校の方針も変わることはおか
しいと思います。良い伝統は残すようにされたい。そういった面でも地域に教育委
員を置いて少しでも子どもに良い教育ができるようにしてほしい。  
それから各学校ではあいさつ運動をしています。私も駅前で子どもにあいさつし

ますが、子どもは照れてかどうか分からないがなかなか声に出してあいさつをでき
ない部分がありますので、郡上へ来たらみんなあいさつをしてくれるといわれるよ
うに議会からも積極的にやっていただきたいと思います。 
 それから郡上市が便利帳を業者と提携されて企業を回って１口６万円で広告を募
集されましたが、いかにも郡上市の職員のような形で回っているらしい。間違えて
うっかり契約する方もあるかもしれないのではっきり分かるように説明してやって
ほしい。 
 市民病院の受付時間が今まで７：３０～１１：００であったのが８：００からに
なった。誰しも早く行って早く診てもらいたいと思いますが何故そうなったのか説
明がないので理由を説明してほしい。 
 
文 教 民 生 委 員 長  
 郡上郡の時は旧町村５名ずつで３５名の教育委員がいました。合併して市長と副
市長の地域以外から教育委員が選ばれ、その後順番に代わってきたと思います。教
育委員のあり方はいろんな議論がされているし色々な考え方があるようです。教育
委員の立場としては子どもたちの学校教育の面で地域の意見を吸い上げていく大き
な仕事があります。教育委員の数を増やすよりいろんな意見を教育委員の耳に入れ
ることが大事と思います。委員の数を増やすことについては、今は返答できません。 
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参加者 
 何故５名にしたのか。青少年育成委員でも行政で何名にしますと決めてしまって
市民の意見を聞いていない。  
 
議長 
 地方教育行政法で１自治体に教育委員を置くことができ定数を５人以内という定
めがあり大きな市でも５人であります。新聞等で教育委員の任務とか報道があって
市長部局へ持ってくるべきとか教育委員会は廃止すべきとか議論されています。 
 合併前は各町村５人いましたが合併して一つの自治体になったため５名となりま
した。各地域から地元のことが分かる委員が均等に出ていないという現実がありま
す。学校によっては校長先生が代わって校風が変わることがあってはならないと思
います。教育者が代わると教育方針が変わることでは一貫性がないし充実した教育
はできないと思うので議会から教育委員会へ意見があったことを申し入れしたいと
思います。 
 市民病院の受付時間が変わったことは十分把握していないので音声告知放送やケ
ーブルテレビなど通しながらどういう理由であったのか明確にしていきたいと思い
ます。 
 
産 業 建 設 委 員 長  
 ガイドブックについては、合併時に作成して各家庭に配布されていましたが、合
併１０年経過して中身も変わってきたということで作り直すということでありま
す。私の所にも市から委託を受けた業者が来て３年間で６万円と提示されました。
市はゼロ予算で市民の協力により作成して配布するものですが、業者が疑いをもた
れるような発言をしたのであれば確認して市へ申し入れしていきたいと思います。 
 
参加者 
美並町の者です。議員の皆様方には日ごろから郡上市のためにご尽力いただき感

謝申し上げます。  
財政について、決算では自主財源が２９％と３割自治と言ってもいいかと思いま

す。後の財源は交付税が全てです。議会だよりを見ると一般質問であまり公債費に
こだわらず積極的な予算編成を述べておられる議員もいます。財源がなければ事業
ができない。事業をやろうとすれば起債を組まなければならない。そうすると起債
がどんどん増えていく。今年度かなり繰上償還があったと思います。美並村時代も
繰上償還しないと県からきつく言われて苦労しました。今後、大事な事業、カット
しても良い事業、我慢してもらう事業の判断が非常に厳しくなると思います。それ
には我々市民が我慢できるところは我慢しなければならないのが前提になると思い
ます。事業をやらずに繰上償還していけばいいがそれでは市の発展が如何かという
ことになります。住民は我慢するところは我慢しなければならないし、議員の皆さ
んは自分の任期のうちにやりたいことがあるのは当然と思います。そこでどれだけ
取捨選択できるのか。執行部は議員の意見をどう聞いて事業に反映するのか大事に
なり、真価の問われる時代になってきました。  
今期から郡上市１本になって議員の皆さんは大変だと思います。今までは自分の

地盤を中心に考えていけばよかったと思いますが、今回、皆さんは郡上市全体から
選ばれた方々ですから郡上市全体に対して気配りしなければなりません。昔のこと
ですが「銭がなければ知恵を出せ」と言われた。いまから思うとゾッとします。重
箱の隅をつつくような予算編成をして財政担当者は２月からほとんど家に帰らず大
変だったと記憶しています。財政が厳しいという言葉は聞きあきましたが予算の今
後の推移をみると交付税はどんどん下がる予測がされています。合併特例債が５年
間延長ということで多少助かると思います。釈迦に説法のようなことを申しあげて
失礼しましたが今後ともよろしくお願いします。 
 
総 務 委 員 長  
 社会基盤整備もまだまだ郡上は遅れています。地域によってはそれによって地域
を守り若い人に住んでいただくためにやらなければならない。けれど現実人口は減
っていく。財政は厳しい中で今後どうするか大きな課題であります。  
先ほど老人会の補助のことも言われましたが、万が一削られた場合はご理解いた

だかなければならない現実があります。  
交付税は来年から１割、その次が３割、その次が５割、その次が７割、その次が
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１０割ということで約３６億円減ります。先日、国会議員に要望した時も地方財政
の確保を含めた財政の要望をしました。合併した郡上市は非常に面積が広い。面積
が広いと道路も長いし費用負担も掛かります。財源の確保については、特に陳情も
してきました。 
 人口の推移を見ると平成２２年の人口が４４，５００人程で３０年後、平成５２
年になると２８，８００人程度と推計されています。そうなると財政的に大きな課
題でありますので例えば公の施設の見直しなど第２次行政改革に取り組んでいく覚
悟でありますのでお願いします。  
 
議員 
 公債費比率が合併１０年目で１８．５％になりました。 
 
参加者   
 県の起債許可は必要ですか。 
 
議長 
 平成２５年度末で１７％台にしたいということで見通しはついているようです。
１８％を超えるとチェックを受けなければならないので公債費比率は大事な数字と
思います。 
 交付税が新聞発表では郡上市は５年間に３６億円ほど減るということで現在の１
２６億円の交付税が９０億円ほどになる可能性があります。削減額をもう少しなだ
らかにするような考えを総務省はもっているようですが、そんなことを当てにして
いても仕方ないので産業を興して人を増やしていくと交付税も１人当り２０万円～
３０万円になるので、マイナス志向ばかりでなく、夢がないと若い人も残ってくれ
ないので㈱中国木材含めて企業誘致など若い人に残ってもらって将来ともに永続さ
せる施策を１０年目から見直して、一方では施設の見直ししながら一方では産業構
造の構築をして自立できる郡上にするのが課題と思います。議員の中でもあまり１
８％に拘らずという意見もあります。私たちも国の制度を活かして事業をやった方
が良いと思います。借金をしてまでというのでなく、合併特例債や辺地債とか国が
補てんしてくれる起債を優先的に借りながら、繰上償還もしながら最終的に起債の
額を減らしていこうと、そして１０年後には身軽にして次の世代へ渡していきたい
と財政健全計画も建てているので、議会もチェックしながらエゴを出さずに大選挙
区になったので郡上市全体の議員としての責任もあるのでそういったことを視野に
入れながら議会報告会も開きながらそれぞれの地域でご意見をお聞きしし、共通の
課題として取り組んでいきたいと思います。 
 
参加者 
 小那比自治会の者です。議員の皆さんの協力で小那比東部農道、羽佐古トンネル
など立派な道路ができて大変喜んでいますが、トンネルの取付道路を早急にやって
いただきたいと思っています。観光バスは羽佐古からは入って来れず、関から入っ
ている状況であります。せっかくトンネルができたのでなんとか早く観光バスを入
れていただくよう皆様のご協力をお願いします。 
 東部農道の接続についても沢山の予算をつけていただいて大変喜んでいます。こ
こ３年後には全線開通するように聞いています。生屋から美濃加茂和良線に通じ羽
佐古へ抜けて国道１５６号線へ、また下呂市金山の方から下呂市の方々が小那比を
通って美並インターへとアクセスができて車の量も増えてくると思います。小さな
集落である小那比にも沢山の予算を付けていただいて大変感謝しています。  
 
産 業 建 設 委 員 長  
 生屋からの道路、羽佐古口の道路も進めていただいています。平成２７年までに
完成と聞いているが引き続き努力したいと思います。 
 
司会 
 ９時を回っているがこれだけは言っておきたいことがあったらお願いしたいと思
いますがよろしいですか。議会側からはよろしいですか。 
 
総 務 委 員 長  
 将来の郡上市について、市長も懇談会に廻っているので市長に対しても皆さんの
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意見をいただきたいし、議会としても高速道路が白鳥から清見までの４車線化の工
事が始まったし、中部縦貫、濃飛横断、中美濃線含めて道路網で日本の中心になる
し、郡上の環境から見ても先は暗くないと思います。今後若い人含めて市民がいか
に取り組んでいくかであるので一緒になって議会も取り組んでいくのでご理解とご
協力を賜りたいと思います。 
 
議長 
 ありがとうございました。まだ２回目で慣れていないのでうまく答弁できないこ
ともあったかと思います。１８人の議員が結束して市政もチェックしなければなり
ませんが、事業をやる時は一丸となって素晴らしい郡上を、私たちのふるさとは他
市から視察に来られると本当に良い所だと言われます。自然がいっぱいで水がきれ
いで人も素晴らしいと言われるので私たちも一人ひとりが地域に誇りと自信を持っ
て地域づくりをしながら郡上を盛り上げていただきたいと思いますし、若い人に残
っていただきたいし、７０～８０歳まで頑張って次の世代に繋げていけるよう皆さ
んのパワーを借りながら私たちも皆さんと共に住んでよかったと思えるようにした
い。条件は道路含めて自然環境含めて揃っていると思うので皆さんの英知を知恵を、
私たちも勉強して膝を突き合わせて声を聞きながら７つの地域の個性を伸ばしなが
らそれが固まって一つの郡上市になれるようお力をお借りしたい。今日は足を運ん
でいただいてありがとうございます。 
 市長は予算を持っていて要望があった時やってやると言えるが、我々は１８人い
るが予算は持っていない。しかし発言権を持っているので市長にしっかり伝えてい
きたいし国や県にも提言していきたいと思います。 
 
司会 
 閉会に当たって班長より閉会のあいさつを申し上げます。 
 
班 長  
 本日は寒い中を多数出席いただき貴重な意見をいただきありがとうございまし
た。冒頭より申し上げていますが今日は第２回目で、第１回目は５月に行いました。
その中で議会の報告だけでなく、意見交換の時間を長くとの意見があり、今晩は報
告を短くして意見交換の時間を長くしました。それでも足りなかったかなと思って
います。 
 全国的にこういった意見交換会は増えていますが、これは議会の姿勢が見えてこ
ないという意見があったためであります。私も前期４年間休んで議会のことが全然
わかりませんでした。そんな中でこういう報告会は必要だと思っています。是非こ
れからも平成２６年度に向けて今日のことを糧にしてやっていきたいと思います。  
 今日は貴重な意見をいただきました。私たちも頑張っていきますので皆様方もご
協力とご理解いただいて執行部、議会、住民の皆様三者で郡上の新しい未来を作っ
て行きたいのでよろしくお願いします。本日はありがとうございました。 
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第２回議会報告並びに意見交換会（北部会場）要録  

 
 日時：平成２５年１１月１４日（木） 場所：たかす町民センター 
 参 加 者 ： ２ ７ 名 （ 男 ２ ５ 名 、 女 ２ 名 ）  
 
司会 
 皆さんこんばんは。 昼のお仕事でお疲れの中、また寒い中、議会報告会に参加
していただきまして有難うございます。本日の司会進行をさせていただきます清水
正照です。どうぞよろしくお願いします。 
 限られた時間ですので、この会の趣旨等につきましては、副議長があいさつの中
でさせていただきます。 
 
副議長 
 大変寒い中をお集りいただきまして有難うございます。今回の第２回の議会報告
会ですが、第１回の時には、八幡、白鳥の２会場に全１８人の議員が参加いたしま
した。ポスターでもお知らせしたように、今回は１８人の議員が２班に分かれ、美
並会場と高鷲会場にて同日開催をさせていただきます。従いまして、議長は美並の
会場、副議長の私がこちらの会場にお邪魔させていただいていますので、議長より
挨拶を預かっておりますので、朗読させていただきます。 
 議長挨拶朗読 
       
司会 
 ここで副議長以外の出席の議員の紹介をさせていただきます。 
 今、たって動いておりますのが、班長の尾村忠雄議員、副班長の美添谷生議員、
後ほど委員会報告をしていただきますが、順番に紹介いたします。森喜人議員、鷲
見馨議員、山川直保議員、先ほど受付をしていた田中和幸議員、田中康久議員です。 
 今回の会の流れですが、三つの常任委員会より９月定例会の状況やテーマに沿っ
た市政の報告をさせていただきます。その後、皆さん方と意見交換の時間とさせて
いただきます。閉会は午後９時を予定しておりますので皆さん方のご協力をお願い
いたします。 
 時間が貴重ですので、各委員会からの報告をさせていただきます。はじめに、総
務常任委員会、副委員長お願いします。 
 
総 務 副 委 員 長  
 持ち時間５分という事なんですが、ちょっと時間がかかると思います。この会は、
２回目ですが、なぜこういった会になるかという事と、実は法律で決まっていると
いう事なのです。 
 ２０００年に地方分権一括法という法律が制定されました。そこで、国から県や
市町村に、機関委任事務という、いろんな仕事をやるように言われていたのですが、
そういった事が撤廃されて、国や県や市町村が同じ立場につくという事になったの
です。 
 法律はできているんですが、いわゆる地方交付税だとか、補助金だとかお金は国
が握っていて法律どおりにいっていません。これからそれを徐々に変えていかなけ
ればなりません。そこで議会の立場というのはどうなっていくかと申しますと、執
行部、市の行政側が主体的に、国と同じ立場でやっていく意味で議会というのはそ
れをチェックする立場でもありますし、また二元代表制といいまして、執行部と議
会は同じ立場なんだという時代になっているという事をまずは知っていただきたい
と思います。 
 行政と議会は同じ立場なんですが、なかなか行政では改革を進めにくいのが現実
で、議会がその改革を推進する自覚をもっていかねばなりません。 
 そして２つ目ですが、今日は平成２４年の決算の報告をさせていただきます。も
うすでに平成２５年度予算というのは既に決まっています。この平成２４年度決算
の報告をする事によって、平成２６年度、来年に向けた予算に結び付けていくとい
う事になります。そういう意味で継続的なものを上げていきたいと思います。 
 決算を行ったわけですが、郡上の事業数っていくつあるかご存知ですか？ 
私、さっき数えてきたんですけど全部で６２７事業あるんです。その中で、今日は
総務で５つ、文教民生で３つ、産建で４つです。それだけの内容しか報告できませ
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んが、そうした内容に関してご意見をいただければと思います。 
 総務の報告に入ります、５つあります。これは総務につきましては地域振興をい
かにするか、地域をいかに元気にするというテーマで全部で５つの事業があります。 
 まず、１つ目は自治会組織等活性化事業という事で、決算額は３０万円あります。
これは全地域ではなくて、八幡の川合北部・南部、美並の下苅安自治会、和良の野
尻、この３箇所１０万円ずつ事業化されたという事です。２６年度につなげていく
というのであれば、いろんな地域から要望があればこうした予算がついていくと思
います。 
 次に、市民協働センター事業。決算額５２６万１千円。これは市民協働センター
を立ち上げたという事です。地域振興という意味で市民協働という言葉がテーマに
なっていくと思いますが、用語というのは新しいものではなくて、昔から、お互い
に助け合ってやってきた、そうしたものを協働というのですが、あえてこの市民協
働センターを立ち上げなければならなかったというそうした時代になってきたとい
う事であります。市民協働センターの運営につきましては、専従職員２名、事務所
は大和振興事務所の一階に設置してあります。センター長は高鷲の上村英二さんに
務めていただいております。 
 そして３つ目の市民協働推進事業、決算額１７９万３千円。これは細かくは申し
上げませんが、一般募集で９団体、それから夢ビジョンで５つの団体で行われてい
ます。 
 それから、４つ目、地域おこし協力隊派遣事業１，７２８万９千円であります。
これは国の事業で、全国に地域おこし協力隊で活躍しているメンバーが７００名く
らいいらっしゃいます。そういった協力隊が過疎地・辺地に行って、その地域のた
めに町おこしをやろうというメンバーであります。そうした全国ネットができてい
るわけでありますが、郡上には５人の方が来ていただいております。明宝の食と地
域おこし応援隊、里山と地域おこし応援隊、和良の地域おこし応援隊、それから石
徹白の方に地域おこし協力隊、川合東部地域おこし協力隊、これらの意味が違うの
は過疎債で行っているのは応援隊、市独自やっているのは協力隊であります。 
 それから５つ目が、地域振興推進事業１，６６０万３千円であります。これは七
地域の、旧七町村に２８０万ずつ、ソフト事業を割り当てていまして、全部使われ
ておりませんので、全部使われた額が１，６６０万３千円という事であります。 
 いずれにしても地域振興という事で、市民協働という言葉がテーマになっている
わけですが、ただ予算をつけるだけじゃなくて、次の年につながっていけるような
そういった事業を展開していきたいというのが本旨であります。 
 
司会 
 続きまして、産業建設副委員長の報告をお願いします。 
 
産 業 建 設 副 委 員長  
 今日は産業建設委員会の決算に関わる所管の主なものをご紹介させていただきま
して、皆さんからのご指導をいただきたく思います。ご案内のように産業建設委員
会は郡上市の経済を活性化させるという主題でありまして、守備範囲も広うござい
まして、平素は商工会や観光協会、森林組合、あるいは農協、各団体と交流を持ち
ながら相互に研修をして盛り上げていこうということを進めておるわけです。書類
が出ていますが主な面につきまして説明し、後ほどご意見をいただきたいと思って
おります。 
 ４点ほどございますが、１つは郡上市はいろんな面で頑張ってはくれております
が、まず、今ある、農地等を活用して、自然エネルギーを活用して、いかに活性化
させるかで苦心をされております。あるいは工業団地に誘致企業を持ってくるそう
いう執行部の方も努力されているわけでありますが、幸い㈱中国木材が広島県の呉
から来ていただきまして、来年度から試験稼働するということがおおむね決まりま
した。 
 また、東海北陸自動車道もご承知のとおり、四車線化が決定し、中部縦貫自動車
道もかなり進展をしているような様子で、明るい話題がたくさんございますが、こ
れをいかに活用していくかは大きな課題です。そうしますと、まずいくつもある中
で、山の整備をしながらこれをどうやって活かすかという事でして、その中の一つ
が森林整備事業です。決算額は４，８９６万７，４８７円です。その他は細かく書
いてありますが、お目通しいただきたい。 
 林道や作業道、どうしても道路がなければ、林道がなければなかなかコストが上
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がって、いろいろ木材関係を見ましても、単価の見積もりも非常に難しいという事
ですので、これにつきましては、林道開設整備決算額７億２，１５４万１千円とい
うようになっております。主な林道関係では八幡―高山線、白尾―鷲見、石徹白か
ら千田野に下りる道路とかそういったものが林道の主な項目でございます。 
 ３つ目は鳥獣被害でますが、これは２６３万円ほどの市単独補助を出しながらい
ろんなことをしながらできるだけ防除していくという事です。 
 次はモンキードッグの関係でますが、１６４万７，２７６円で育成してさらに増
やすような計画です。余談になりますけれども、２４年度の鳥獣被害額の数字だけ
申し上げますが、平成１９年から２４年の間で平成２２年度が一番被害が多かった
わけですが、１億２，９００万ほどの被害があったわけでます。２４年度はいろい
ろ成果がありまして、だいたい今は半額ぐらいになっておるという事です。ちなみ
にその補償関係でありますが、イノシシが１万２千円、日本猿が２万４千円、カラ
スが１，５００円、シカが１万２千円という補助がございます。 
 ちなみにその頭数につきましては、少数ですがイノシシが４５９頭、日本猿が２
４５匹、カラスが１４３羽、シカが４９０頭と皆さんのおかげで成果があがってお
るようです。こうしたことをしながら、山の共存共栄をしていくという事で、ぜひ
ひとつ㈱中国木材も頑張っておりますので、成果を上げていくという体制で予算の
決定をしているところです。また、のちほどご意見等がありましたら、産業振興の
ために産業建設委員会も頑張っていきたいと思っております。 
  
司会 
 文教民生常任委員会の副委員長よろしくお願いします。 
 
文 教 民 生 副 委 員長  
 文教民生常任委員会の方から報告をさせていただきます。当委員会は市民の皆さ
んに身近な事業、健康福祉から病院事業、そして子供たちの教育にいたるまでほん
とに多岐にわたる所管です。予算もたくさんありますけど、今日は皆さん方にもほ
んとに考えていただきたい、そのような事業４つを抜粋して皆さん方にご提案させ
ていただきます。まずこの４つの事業ですけど、小さな事業ですけど、将来的な方
向性や健全性を皆さん方と一緒に考えていかなければならないものです。 
 １点目として、資料をお配りしておりますが、敬老会の事業です。この事業の交
付金ですが、事業概要としては７５歳以上の高齢者の方を対象に１人当たり２，０
００円を交付するものです。この交付金は自治会を通して対象者の皆さま方に給付
されるものですけども、２４年度の対象者が９，００８名、１人当たり２，０００
円で掛け算をしていただければわかるんですけど、決算額が１，８０１万６千円に
なりました。 
 別の添えました資料を見ていただけますでしょうか。市内には１１５団体あるん
ですけど、その中でも祝賀会を開催されている団体がそのうちの６２団体。そして、
祝賀会を開催せずに記念品のみを配布されている団体が５３団体ということで、地
域や団体によりましてその形が異なっているのが特徴であります。また、近隣の自
治体では対象年齢を引き上げたり、祝賀会を開催された団体のみに給付をされたり、
各自治体によってその要件は様々でございますけれども、郡上市においては一人当
たりの給付額は他市町村と比べまして高額な方に属しています。 
 この決算につきまして、対象年齢の改定や、給付額の見直し、またそういった財
源を高齢者福祉にあてたらどうだという意見が出されましたけれども、皆さん方は
どのように思われるでしょうか。 
 次に長寿者褒賞事業でありますけれども、これは皆さんご承知の通り、１００歳
に到達された高齢者をお祝いし、一人あたり１０万円と３千円相当の花束を贈る事
業です。 
 これは合併前に、各町村、それぞれ褒賞内容が違っていたものを合併してからそ
ろえたものでありますが、近年では、めでたく１００歳を迎えられる方は、１４名
で徐々に増えていく傾向にあります。近隣の自治体の状況は別紙に書いてあるとお
りでございますのでお目通しいただきたいと思います。 
 次は、国民健康保険の事業勘定の決算であります。まず２４年度の決算額につき
ましては、５１億１，６３０万７千円でありまして、対象世帯は６，６８２世帯、
被保険者数は１万２，２２１人でありました。また歳入のうち、皆さんがたからい
ただいておる国民健康保険税は、１３億６７７万４千円でありました。この特別会
計は、市民の皆さん方にとって最も大切な事業でありまして、この会計をより健全
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に運営していく義務は、行政や議会にとって必須であると思っております。また、
国保検者に理解を得ながら、税率をその市ごとに定める、そうした議会や国民健康
保険運営協議会というものがございまして、その答申が重要な役目を担っておりま
す。今回の議会におきまして、この案件につきましては、前年度、税率を引き上げ
させていただきました。その経緯を踏まえ、認定について、賛否がありまして、討
論を行いました結果、健全な国保運営のためには、毎年増加するこの医療費を踏ま
えて、予算確保と適切な基金の積立が肝要であることから、採決しまして、決算の
認定をさせていただきました。 
 次に４点目として、青少年郷土芸能フェスティバルを市単独事業で２４年度、さ
せていただきました。昨年の１１月でしたけども、決算額は１３０万円という事で、
決して大きな事業ではないんですけれども、その中で、公演団体数は８団体、入場
者延べ数は７００名でした。大変素晴らしい、この芸能の発表会となったわけです
けども、この発表会の一つの意義を申し上げますと、これは中学生のふれあい懇談
会で、こうした方がいいんじゃないかと出された意見であります。内容といたしま
しては、各学校の文化、各学校の伝統文化をしっかり継承して、交流の場づくりを
することで、この郡上市全体の仲間意識を向上させたいという中学生の願いがこの
事業につながりました。こうした目的を併せ持つ事業の提案であって、本当に明日
の郡上を願う青少年、若者の素晴らしい提案がございましたので、ご報告をさせて
いただきます。簡単な報告と説明でしたけれども、皆さん方にはそれぞれ、ご忌憚
のない意見をお願いしまして、ご報告とさせていただきます。 
 
司会 
 委員会からの報告が終わりましたので、ここで報告内容につきましての質疑とさ
せていただきます。質問については、報告者より回答をいただきますが、質問によ
っては後日の回答という事になることもありますので、その点、ご了承のほどよろ
しくお願いします。 
 
参加者 
 鮎走の自治会長をしております、地域振興という事が総務副委員長からでました
ので。この前、市長と語る会の時に、市長が地域審議会をやめて新しい組織を立ち
上げたいとのご意向でした。私が思いますのは、改めて本当に新しい組織を作るこ
とが必要なのか。組織というのはいったん作ってしまいますとね、目的が達成され
ても、壊しにくいし、同じようなテーマでいろんな団体がやっています。組織とし
て重層化してしまって、シンプルな組織にならない。改めてつくるってのは若干疑
問がある。確かに、識者の声をきいて、じっくりと検討せなならんものもあると思
います。 
 だからといって新しい組織をつくる必要がない。自治会の組織の中に組み込んで
もいい。自治会を充実させなければならない。高鷲なら高鷲全体の支部長さんとか、
副支部長さんとかは少なくとも２年はやっていただくとか、もう少し、自治会長と
しての業務を洗い直す必要がある。広報を配るのも、いろんな行事に出るのも大切
です。でも、もう少しすっきりする形で、みんなで手分けして、本来の意味での自
治会長の役割を果たせたら、私はこの中に、将来を見据えた考えを自治会長同士出
し合って、自治会同士の頭が、考える時間がでてくる。専門的な議論が必要ならそ
の都度、専門家を呼んで、いわゆるプロジェクトチームという形でつくったらどう
かと思うんです。 
 例えば、医療のことだったら、お医者さんに来てもらう事も必要でしょう、災害
の事なら、消防団の団長さんに来てもらうのも必要でしょう。あるいは、学校の教
育の事だったら、学校の先生、ＰＴＡの方に来ていただく。そういった課題ごとに
していただいて、審議会といいますか、名称はともかくその都度その都度、結論を
出して、行政に要求することはする、みんなで確認しあう事は確認する。そういっ
た組織が自治会の本来の組織であるべきだと思うんです。ただ自治会長というのは
１年の単年がほとんどです。ひるがのの自治会長さんは２年ですけれども、そうい
った意味で自治会を充実させることで、いわゆる地域振興のいろんな問題を検討し、
提案していくのはその組織でやるべきだし、そうしたことで組織の無駄といっては
失礼ですけど、そういう事が防げるんじゃないかと思いますので、ご検討お願いし
ます。  
 
総 務 副 委 員 長  
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 ありがとうございました。議員と議会の違いがあって、私の答弁が議会の答弁で
はないんですけれども、今のお話はごもっともだと思っています。 
 先般、市長とのふれあい懇談会で、市長は地域づくり委員会をつくることをほぼ
断言されましたが、青天の霹靂でありました。実は私ども議会にも、１０月２日の
全員協議会の場で、市長からそういう話がありました。１０年たって地域審議会の
役割が終わるという事で、新しい組織をつくりたいという話がありました。今、山
下さん言われた意見も出ましたし、必要なんじゃないかという意見も出ました。 
 現実問題、高鷲、大和とかは自治会長の任期は１年ですが、白鳥、八幡は２年で、
再任を妨げないという事で、かなり古い自治会長さんもみえます。自治会長さん同
士の集りに行っても発言力があるのは白鳥と八幡なんです。私は高鷲の任期も長く
すべきだといってるんですが、そういった自治会組織も郡上全体で一つになってな
いし、公民館体制も今の市長になってからスタートしたんですが、平成２４年度ま
でになんとか安定させたいという話があったんですが、高鷲だけの話でいえば、な
かなか運動会も公民館でやっていますが、人がなかなか集まらないといった現状も
あります。 
 また、市民協働というのも立ち上げられたんですが、なかなか十分に市民の皆さ
んに理解されていない状況で、組織もたくさんありますし、私としては、もう少し
検討すべきだと思います。実は、総務委員会で滋賀県の湖南市に視察に行きました。
蝶ネクタイをした市長で、テレビもたまに出ておられるのでご存じの方もおられる
と思いますが、琵琶湖の南という事で湖南市。そこでは、まちづくり協議会をつく
っておられて、そのまちづくり協議会にすべてを集約させていこうという事をやっ
ています。市長のリーダーシップで進めているんですが、職員の皆さんはまだ混乱
も見受けられました。協議会に自治会もはいって、教育委員会の組織も入っていて、
かなり組織をシンプルにしていこうという事でした。これちょっと極端な市長なん
で全部真に受けることはないが、勉強になることはあった。そういった意味でも市
長は明言されたわけですが、私としては検討いただきたいし、市民協働をもっと前
面に出してほしいと思っています。私の意見ですが。ありがとうございました。 
 
司会 
 今後の進捗をみていただければと思います。よろしくお願いします。 
 
参加者 
 産業建設なんですが、道路、林道、作ってもらうのはいいけど、維持してもらわ
んと、鷲見地区でもススキが出たり、市道切立線、いくら道作っても維持しな、税
金の無駄遣い。 
 あと、広報、無駄やと思います。自治会長もえらいし、郡上市が助かると思う。 
 
産 業 建 設 副 委 員長  
 林道つくっても後の管理、整備が、舗装をするなり、市も関心をもってもらって
議会のほうも努力しないかんと思っておりますので、議会としても対応したい。 
 
総 務 副 委 員 長  
 先ほどの自治会長の仕事が雑務が多いという事もありましたし本来の意味での自
治会長の仕事をしてもらうという話もありますので持ち帰って検討していきたいと
思う。 
 
副議長 
 林業やっておりますので、林道の維持管理というのは、私もいつも思っておりま
すが、まず山に入らないと、林道は荒れます。維持管理というか、昔の方は山に行
かれれば当然みんな修理できたんですが、今は山に行く機会もへって維持管理もで
きなくなっている状態ですが、来年、経営計画の見直しで維持管理にもある程度補
助金が出ると聞いております。ただ、経営計画は面積も大きすぎてなかなか難しい。
昨日も代議士のところでお願いしてきたんですが、果たして大規模化というのが日
本の林業にあっているのかもう少し考えていただき、補助金の制度も考えていただ
きたいと思っています。林道の維持管理等もわかっております。 
 それと、先ほどの回覧板の話ですが、私も地区長をやっていますので、よくわか
っていますので、今後検討させていただきます。  
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司会 
 その他、ございませんか。今の報告についての質問という事でお願いしたいです
が、先ほどの文教民生委員会から投げかけられた、敬老会と長寿者褒賞について、
いかがでしょうか。 
 
参加者 
 向小駄良の自治会長です。市から補助金をいただいて敬老会をやっておりますが、
全部一律で７５歳という事ですが、自治会６００人で、該当者がだいたい１００名
近くおります。その中で出席していただくのが３分の１。私なりになんで出席をし
ていただけないか考えたら、気分的に若いからとか、うちのお父ちゃん、呼ばれて
ショックやったという人とか、実際、病気などで来れないとか、配偶者を世話して
いるとか、いろいろあるんですが、せっかくやっても喜んでもらえないという事が
ありまして、そういうとこにギャップを感じる。結論的にはまあ、５歳くらい引き
上げてもいい。若い人は喜んで見えんし、出席もされない。年金も、定年雇用も伸
びてるし、団塊の世代もそういうときが来るので、その辺を見越していただければ、
十分に理解は得られる。たとえば、子育ての方に回してもらったり。これは私の感
想ですので、また検討していただければ。 
 
参加者 
 逆に楽しみにしてみる方もいて、一概には言えない。 
 
副議長 
 私も文教民生常任員会に所属しているので、いろいろ議論していますが、５歳上
げよとか、子育てにそのぶん回すとかいろんな意見があります。 
 合併当時３，０００円が今２，０００円に下げられたり、和良は記念品のみ、高
鷲は祝賀会とそれぞれですし、１００歳のほうも含めて皆さんの忌憚のないご意見
をいただきたいと思っております。 
 
参加者 
 先ほど、産業建設員会で㈱中国木材に触れられましたし、ああいう大きな工場が
きてそれだけの資材が確保できるか。単価が高くなければ、木材が㈱中国木材に入
らないのではないかと思うので、そこら辺、検討していただくとありがたい。 
 
産 業 建 設 副 委 員長  
 今、材木の単価が低下しており、先般も下川町に視察に行きました。㈱中国木材
が来た影響なども検討して、経済的にも大事だけど、山自体を活用することを検討
されておりました。せっかく㈱中国木材が来てくれましたので、総合的に判断して
受け入れるという事もありますし、環境、将来性を含めて検討し、果たして材がど
れだけ出るのか、協議が必要ですので、私どもも検討したい。 
 
副議長 
 県として㈱中国木材を誘致するにあたって、高山と競争になった面もあって、郡
上にあれば手間がかからないので、という事や郡上杉がポイントになった面もあっ
たと聞いています。先ほど副委員長が日付を間違えてましたけど平成２７年の春ご
ろに試験操業したいとの事です。まだ、どういう材がどの程度かという事もはっき
りしていませんので、我々もよく研究する必要もありますし、いろんな情報を得な
がら皆さんにも提供していきたい。 
 
司会 
 報告の質疑は打ち切らせていただいて、議会に関するご意見をお伺いしたいと思
います。よろしくお願いします。 
 
参加者 
 ２、３日前に、道路の白線を引いてもらったが、今引いても、除雪があるで、無
駄やと思う。舗装でも春先にやってもらった方がいい。高鷲では無駄やと思う。春
先にやれば長持ちする。 
 
副議長 
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 国道事務所の方にもそのご意見を伝えたい。 
 
参加者 
 議員の報酬３１万円、ずっと変わってないんですが。 
 
副議長 
 合併当初は２８万８千円。もう少し早く見直そうという話もありましたが、市も
厳しいという事で見送ったわけです。定数を１８名にする時に上げております。近
隣市とも比べて、報酬審議会に諮って決めております。 
 
参加者 
 常識的に少ないと思っています。 
 
総 務 副 委 員 長  
 そういった協議は皆さんに判断してもらうしかないんですが、一生懸命頑張って
いきたい。 
 
副議長 
 政務調査費の問題もありまして、郡上は０円ですが、今年は研修費を認めてもら
っています。かかるものはかかるものですが、市民の皆さんの理解はなかなか得ら
れにくいと思っています。こういった報告会を通してまた皆さんのご意見をお聞か
せいただければと思っています。 
 
参加者 
 第三セクターが普通の株式会社になっていく方針なのかと思っていますが、第三
セクターから株式会社になるときに、土地や建物が郡上市のものの場合、土地を上
げるのか、家賃をもらうのか、いろんな考えがあるんでしょうが、議会の中で統一
した意見があるのか。  
 
産 業 建 設 副 委 員長  
 第三セクターの関係ですけども、確かに財政的に厳しい現状ですので、経費の関
係も含めて、検討せねばいかないと思っています。 
 
副議長 
 第三セクターをやめたときに、全部、それをやるってことはありません。指定管
理の方法で、０円でやってもらったり、お金を払ってやってもらったり、いろんな
方法もあります。第三セクターを整理したことはなく、ほとんど指定管理の形をと
っています。 
 
参加者 
 大きな建物とかは指定管理とかで使ってもらう 
 
副議長 
 そうです。 
 
参加者 
 経営状態によって違う？ 
 
副議長 
 そうです。いろんな形があります。 
 
議員 
 儲かっているところは、株式の配当をもらっている。それから、施設そのものは
市のものなので、営業だけする会社を株式会社に移行して、指定管理する。 
 あくまでも施設そのものは市の所有がほとんど。まれに、倒産状態になって整理
するとこもありますが。なるべく株式会社で、０円で運営していただくという事で
すが、一律に答えられるものではないですが。議会としてはこれからどうしていく
か、市の負担がなるべくないように、不公平がないように執行部に提案していけれ
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ばと思います。それぞれの事案毎に、聞いてもらう事が一番良いと思います。 
 
副議長 
 指定管理というと第三セクターだけでなしに、高齢者関係、福祉関係等多岐にわ
たっていますので、その都度、それぞれの方向性があるので、これはどうなのかと
一つずつ聞いて頂ければ、それぞれ議員が答えると思います。 
 
司会 
 他にはありませんか？ 
 
参加者 
 先ほど副議長が議長の挨拶を朗読されて、人口の減少に触れられて、次の世代を
どうするかという話があったんですが。少子という事になると、議会でも、学校の
事とかやっておられますが、阿多岐には珪藻土があって、市内の６つの学校が勉強
に来ます。６年生が来るんですが、３人という学校もあります。そういった中で、
地域コミュニティをやっていく人が過疎化によっていなくなったというのは、ほん
との事なので、やっぱり子供は少なくなるし、地域もそういう関わりをする人が少
なくなる。単純な事を思うと、今、お宮さんの役をやっていますが、郡上には神社
は正規には１７７ある。 
 一つの神社で氏子の数は３人ぐらい。子供が少ない。そういった神社をどう維持
していくか。お寺も少ない檀家のところは大変。お宮なんかは祭りなど、地域のよ
りどころ。そういったものがなくなっていく状態。そういった事を考えると真剣に
考えなければならない。寒水の神社で話をきいても、地域から出ていった人たちが
いろいろ関わっていて、現状はそういうところ。 
 
文 教 民 生 副 委 員長  
 人口減少は切実な問題。地域の産業の力も落ちるし、神社の事、小学校の事など
もつながっていく。神楽とか、そういった文化もいずれ灯が消えていく。そういっ
た意味でも学校の中の単位で、継承されているところもある。地域間のＰＴＡ同士
の交流とか、コミュニティ同士の交流が必要。 
 お宮さんの保存のことは行政として予算をつけるわけにはいけない。地域の一員
として関わっていかねばならない。人口の減少についてはやはり産業があって、職
があって、それがあればいいんじゃないという事を感じている。あまり儲からなく
ても、魅力を感じて郡上に入っていただいてくれる方もいる。そういった人たちに
集まってもらって本音を聞く中で、ディスカッションしていく事が人口の増加につ
ながる。 
 
副議長 
 文教の方からも報告しました青少年郷土芸能フェスティバル。今年は県の方でジ
ュニア文化祭という事で行われましたが、石徹白の子供たちがやった舞台は記憶に
残っている。北濃地域の雅楽も。そういった形で、学校が関わっていく。我々も意
見を聞きながら考えますので、皆さんのご意見も聞かせていただきたい。 
 
司会 
 予定の時刻ですので、班長より閉会の挨拶を申し上げます。 
 
班 長  
 本日は有難うございました。皆さん方の貴重なご意見をそれぞれの委員会で審議
し、議会だよりで報告させていただきます。運転に気をつけられまして、お帰りい
ただきまして、この会を閉じさせていただきます。アンケートは議会だよりに掲載
させていただきまして、今日来て見えない人にも周知していきたいと思っておりま
すので、帰りに受付の方へ提出くださるようお願いします。本日は有難うございま
した。 
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アンケートの意見 
 
年に 1～2 回以上、且つ折に触れて開催していただきたい（４０代男） 
 
高鷲でやるには 11 月中旬は寒すぎる（６０代男） 
 
予算編成時に行ってほしい（５０代男） 
 
夜間の開催はしかたない（７０代） 
 
前もって課題を提示したほうがお互いに内容が深められると思う。（５０代男） 
 
意見を活かして一般質問をしていただきたい。（３０代男） 
 
市民もよく勉強していて質問のしかた等マナーがよかった。（６０代女） 
 
定例会ごとに毎回開催してはどうか。（３０代男） 
 
閉会後の早い時期に。（６０代男） 
 
議会報告ならもっと後に、抱負を語るならもっと早めにするとよい。（６０代男） 
 
議会概要にて議員報酬、期末手当の単位は？（５０代男） 
 
小学校の統廃合を早急に進めて有意義な教育ができるように。（６０代男） 
 
11 月前半  7 時 30 分。（６０代男） 
 
前回より内容的に違ってきた、ますます、充実するよう期待する。（６０代男） 
 
若者の出席が少ないので PR 等の工夫を。（６０代男） 
 
出席議員の声が聴きたい（意見交換）。（５０代男） 
 
人口減をなくすよう働く場所が必要。（６０代男） 
 
原発に対する姿勢を明確に。（６０代男） 
 
若者が定住できる人口増の取り組みを推進してほしい。（６０代男） 
 
音響が悪いのか聞き辛かった。（５０代男） 
 
適当だと思う。（６０代女） 
 
毎回行うと良いと思う。（６０代女） 
 
自分が課題を持って参加していなかったので質問できなかった。（５０代男） 
 
率直な意見が出た。（５０代男） 
 
議員の声が聞けた、他地域の意見が聞けたこと。（７０代男） 
 
現場の声が聴けた。（４０代男） 
 
行政の知らない点を知ることができた。（４０代男） 
 
参加者が少ない。（６０代男） 
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多くの意見を集めていけば多くの知恵が行政に反映できるのではないか。（５０代女） 
 
前回より報告が簡略化され焦点がわかりやすかった。（６０代男） 
 
市民から議員へ意見を述べる場があることが貴重と思う。（４０代男） 
 
質問に対してわかりやすく明確な答弁があるとよい。（５０代男） 
 
前回の反省からか委員会報告が簡単すぎたため対する質問が少なかった。（６０代男） 
 
敬老会は交付金を下げてもよい、長寿報奨金は他市を参考に下げるべき。（７０代男） 
 
前回よりも前進した意見交換会であった。（６０代男） 
 
説明時間をもっととって詳しく聞きたかった。（５０代男） 
 
生の意見が聞けてよかった。（６０代女） 
 
執行部との立ち位置の違いがわかりにくい。（６０代男） 
 
生活に密着した話が出るとよかった。（７０代男） 
 
いろんな意見が聞けて良かった。市民とともに歩む議会であってほしい。（６０代男） 
 
数字を並べた説明がわかりにくい、市としての具体的なビジョンを示せ。（６０代男） 
 
声が割れて聞き辛かった。（６０代男） 
 
前年度決算を基に話し合っても残された本年度に反映されないので理解不能。（６０代男） 
 
時期を考えたほうが良い。（５０代男） 
 
議題が事前にわかるといい。（６０代男） 
 
議会だよりと重複しあまり意味がない。視点を変えて報告会を企画したら良い。（６０代男） 
 
生の声が聞けて良かった。（６０代男） 
 
結果でなく今後の方針等を話し合ってほしい。（６０代男） 
 
1 問 1 答でなく参加者間の意見を聞くようにすると多くの意見がでる。（５０代女） 
 
議員の生の意見が聞けた。（７０代男） 
 
議員の顔と意見が聞けて、市民の意見も多く出てよかった。（６０代男） 
 
初参加で聞くことに専念した。（５０代男） 
 
対話は良かったが範囲が広すぎ議題が薄れた。5 分の説明では把握できない。（６０代男） 
 
直接話を聞く機会は大事だと思う、県会議員も同席すると良い。（６０代男） 
 
参加者を増やす工夫を、開催場所が遠いと参加しなくなる。（６０代男） 
 
もっと関心を持てるようになった。（６０代男） 
 
答弁をもっと手短にしていただきたい。（５０代男） 
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議会（委員会）の運営がよくわかった。（６０代男） 
 
大変意義のあることと思う。発言の結果を項目毎に広報誌等で発表してほしい。（３０代男） 
 
聞きやすく、分り易かった。委員長がよく勉強していると感じた。（６０代女） 
 
会場が寒かった。（３０代男） 
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アンケート集計結果 

参加者 

 南 部 会 場  北 部 会 場  計  

男  ５０  ２５  ７５  

女   ５   ２   ７  

計  ５５  ２７  ８２  

内 市 外  ３（男 １、女 ２）    ３  

 

アンケート回 収  

 南 部 会 場  北 部 会 場  計  

３０代   ２    4 %   １    4 %   ３    4 %  

４０代   １    2 %   ４   1 5 %   ５    6 %  

５０代  １０   1 9 %   ９   3 3 %  １９   2 4 %  

６０代  ３３   6 5 %  １１   4 1 %  ４４   5 7 %  

７０以 上   ５   1 0 %   ２    7 %   ７    9 %  

計  ５１  1 0 0 %  ２７  1 0 0 %  ７８  1 0 0 %  

 

この会 をどこで知 りましたか 

 南 部 会 場  北 部 会 場  計  

チラシ １４   2 4 %   ５   1 8 %  １９   2 2 %  

ポスター  ７   1 2 %   ２    7 %   ９   1 0 %  

議 会 だより  ８   1 4 %   ５   1 8 %  １３   1 5 %  

誘 われて １３   2 2 %   ５   1 8 %  １８   2 1 %  

ケーブルテレビ  ３    5 %   １    3 %   ４    5 %  

その他  １３   2 3 %  １０   3 6 %  ２３   2 7 %  

計  ５８  1 0 0 %  ２８  1 0 0 %  ８６  1 0 0 %  

 ※複 数 回 答 あり  

 

この会 の印 象 は？ 

 南 部 会 場  北 部 会 場  計  

良 かった １３   2 5 %   ２    7 %  １５   1 9 %  

まあまあ良 かった ２４   4 7 %  ２１   7 8 %  ４５   5 8 %  

あまり良 くなかった  ６   1 2 %   ３   1 1 %   ９   1 1 %  

良 くなかった  ２    4 %        ２    3 %  

無 回 答   ６   1 2 %   １    4 %   ７    9 %  

計  ５１  1 0 0 %  ２７  1 0 0 %  ７８  1 0 0 %  
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議会 だよりを見 ますか 

 南 部 会 場  北 部 会 場  計  

毎 回 見 る ２０   3 9 %  １３   4 8 %  ３３   4 2 %  

たまに見 る ２０   3 9 %  １３   4 8 %  ３３   4 2 %  

見 ない  ７   1 4 %   １    4 %   ８   1 0 %  

無 回 答   ４    8 %     ４    6 %  

計  ５１  1 0 0 %  ２７  1 0 0 %  ７８  1 0 0 %  

 

議 会 だよりを見 ますか（年 代 別 ）  

 毎 回 見 る たまに見 る 見 ない 無 回 答  

３０代   １    3 %   １    3 %   １   1 3 %    

４０代   １    3 %   ４   1 2 %      

５０代   ８   2 4 %   ９   2 7 %   １   1 3 %  １   2 5 %  

６０代  １９   5 8 %  １７   5 2 %   ６   7 4 %  ２   5 0 %  

７０以 上   ４   1 2 %   ２    6 %    １   2 5 %  

計  ３３  1 0 0 %  ３３  1 0 0 %   ８  1 0 0 %  ４  1 0 0 %  

 

ケーブルテレビの議 会 放 映 を見 ますか 

 南 部 会 場  北 部 会 場  計  

毎 回 見 る  ６   1 2 %   １    4 %   ７   9 %  

たまに見 る ２５   4 9 %  １５   5 5 %  ４０   5 1 %  

見 ない １３   2 5 %   ７   2 6 %  ２０   2 6 %  

無 回 答   ７   1 4 %   ４   1 5 %  １１   1 4 %  

計  ５１  1 0 0 %  ２７  1 0 0 %  ７８  1 0 0 %  

 

ケーブルテレビの議 会 放 映 を見 ますか（年 代 別 ）  

 毎 回 見 る たまに見 る 見 ない 無 回 答  

３０代   １   1 4 %   １    3 %   １    5 %    

４０代       ４   1 0 %     １   1 0 %  

５０代   ３   4 3 %   ６   1 5 %   ４   2 0 %   ５   4 5 %  

６０代   ２   2 9 %  ２３   5 7 %  １５   7 5 %   ５   4 5 %  

７０以 上   １   1 4 %   ６   1 5 %       

計   ７  1 0 0 %  ４０  1 0 0 %  ２０  1 0 0 %  １１  1 0 0 %  

 


